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ベトナム
男の子も変化の担い手に
インド

「暴力の被害にあった女の子を守る」
プロジェクト

国際女性デー2021　スペシャル・トーク

「男性学の視点から
考えるジェンダー平等」



関西大学文学部教授
一般社団法人ホワイトリボンキャンペーン・ジャパン共同代表

多賀 太さん
聞き手：アドボカシーチーム　長島美紀 職員

プラン・インターナショナルが実施するプロジェクトはすべて、ジェンダー平等の視点を取り入れており、
男の子と男性の参画が不可欠です。

今年の国際女性デーにあわせて開催したオンラインイベントでは、
ジェンダー学を専門とされる多賀太さんをメインスピーカーに、

男性を取り巻く状況と男性にとってのジェンダー平等を語っていただきました。

ウガンダで実施した「女の子のための安全
な都市」プログラムは、何百人もの男の子
や男性と協力して実施されました。参加
した男の子たちは有害なジェンダー規範
について研修を受けたり、危険な場所の
調査をしたりしました。また、交通機関
の職員に“Girls‘ safety is my safety”など
のメッセージ入り反射ジャケットを支給
する啓発キャンペーンを行いました。そ
の結果、コミュニティの治安が改善された
だけでなく女の子を守る必要性について
の意識が高まり、ハラスメントが顕著に減
ったという声も聞かれました

男性学の視点から考える
ジェンダー平等

国際女性デー2021スペシャル・トーク

マラウィでは「18+プログラム」と名付けて、少女たちを早すぎる結婚から守り、教育を受けるように奨励し
ています。男の子や男性たちとも協力して、女の子が学校に留まり、早すぎる結婚の防止を訴えています

たがふとし：関西大学文学部教授、
一般社団法人ホワイトリボンキャ
ンペーン・ジャパン共同代表。専
門は、教育社会学、ジェンダー学。
1990年代半ばから男性のあり方
を問い直す市民活動に参加し、青
年期男性のアイデンティティ形成、
ジェンダー平等教育、男性のワー
クライフバランス、東アジアの男性
性などの研究に携わってきた。

男性学とは？
社会的に作られた性であるジ
ェンダーの視点から、男性を
批判的に捉え直す学問。男性
の特権性や女性への暴力・差
別、男性内の不平等、男らし
さに伴う代償など、多様な視
点から男性を研究する。

1：ジェンダーに基づく暴力について学び、周りに伝える
2： 自分の人権が、暴力によって侵害されていないか敏感になる
3：決して暴力を振るわない
4：被害者を守り支える
5：被害者支援や予防啓発の基盤を支える

多賀さんからのアドバイス！

ジェンダーに基づく
暴力をなくすために
男性ができること
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男の子も変化の担い手に！
世界中に広がる

「チャンピオン・オブ・チェンジ」

女の子のエンパワーメント（※）はジェンダー平等を達成す
るために不可欠ですが、同時に男の子たちの積極的な参加
が必須です。これまでに「チャンピオン・オブ・チェンジ」
クラブでは、何千人もの男の子たちが参加し、女の子と対
等な関係性を保ち、暴力や権力を使わない男の子のあり方
について、仲間やコミュニティに伝えるリーダーとなって

います。男の子・男性のあり方を再定義することは、男の子たちの生きづら
さを解消するなど、彼らにとってもメリットがあります。

プログラム・マネジャー　レ・クイン・ラン職員

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
す
す
め
る
う
え
で
、

男
の
子
や
男
性
の
参
加
は
不
可
欠
で
す
。

　

プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、

14
歳
〜
18
歳
（
以
下
、
ユ
ー
ス
）
の
男
の

子
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
理
解
を
す
す

め
、
推
進
に
携
わ
る
こ
と
を
主
目
的
と
し

た
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
オ
ブ
・
チ
ェ
ン
ジ

（
変
化
の
担
い
手
）」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
。
2
0
1
4
年
か
ら
、
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
ド
イ
ツ
の
5
カ

国
で
試
験
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ね
ら
い
は
、
若
い
男
の

子
た
ち
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
大
切
さ
を

伝
え
、
変
化
の
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
当

た
り
前
と
さ
れ
て
い
た
男
女
の
役
割
や
立

場
に
つ
い
て
議
論
し
、
こ
れ
ま
で
の
自
分

を
振
り
返
っ
た
り
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は

何
か
」、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
、
学
び
を

深
め
た
り
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
男
の
子
に
よ
る
女
の
子
へ

の
差
別
的
な
態
度
が
改
善
す
る
と
い
う
成

果
が
み
ら
れ
た
ほ
か
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
む
け
て
、
男
女
と
も
に
政
府
に
働
き
か

け
る
な
ど
の
成
果
も
出
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
女
の
子
も
対
象
に
し
た
活
動
も
取
り

入
れ
、
ユ
ー
ス
男
女
が
変
化
の
担
い
手
と

な
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
促
進
す
る
活

動
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
・
中
南
米
な
ど
の
40
カ
国
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の

活
動
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ベトナムのジェンダー課題とは？

男の子もジェンダー問題の
当事者に

解決策

解決策

チャンピオン・オブ・チェンジクラブに
参加している男の子

ジェンダー平等にむけて
政府に働きかける

Gender Equality issues 

in Vietnam

Solutions

養豚で収入を得ながら3人の子どもを育てる女性

ハノイの学校でジェンダー平等ワークショップ
に参加するメンバー。最初は消極的だった男の
子もクラブに参加すると、女の子の権利やジェ
ンダー平等に対して積極的に活動する姿がみら
れます

男女問わず積極的に発言・質問し、活発に意見
交換しました

※女性が人生におけるあらゆる選択肢を自分の意思で選びとり生きていくために必要な力、
男性と対等に家庭内や社会の意思決定に参画する力をつけること

国会議員のほか、クアンチー省の行政担当など
も参加

意見交換会には100名以上が参加

男の子むけ
「チャンピオン・オブ・チェンジ」
プログラムのマニュアル

● 男の子に生まれて一番よかったことは
　何か？ なぜ？
● 女の子より男の子のほうがよいか？ なぜ？
● 学校や近所にいる女の子や若い女性に
　ついてどう思っている？
　彼女たちは男の子と同じくらい賢く、
　価値のある存在だと思う？
● 家族に女性がいたらどのように
　接している？　
　男性の家族との違いはある？

　

近
年
経
済
成
長
が
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム
に

お
い
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
重
要
な

課
題
で
す
。
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は

男
児
の
赤
ち
ゃ
ん
を
求
め
る
傾
向
が
強

く
、
胎
児
が
女
児
だ
と
中
絶
を
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
い
ま
だ
に
あ
り
ま
す
。
地
域

に
よ
っ
て
は
息
子
を
持
つ
こ
と
は
死
後
の

世
界
で
幸
福
に
な
る
た
め
に
不
可
欠
と
い

う
考
え
や
、
娘
は
い
ず
れ
結
婚
し
て
他
の

世
帯
に
移
る
た
め
、
家
族
の
経
済
的
負
担

に
な
る
と
い
う
考
え
が
残
っ
て
い
る
た
め

で
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
共
稼
ぎ
が
一
般
的
で
す

が
、
農
村
部
を
中
心
に
家
父
長
制
的
な

思
想
が
根
付
い
て
お
り
、
女
性
は
家
の
外

で
稼
ぎ
を
得
て
、
家
事
労
働
も
引
き
受

け
、
さ
ら
に
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
と
い

う
、
二
重
、
三
重
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
婚
女
性
に
は
、

男
児
が
生
ま
れ
る
ま
で
出
産
を
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

あ
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　2020年12月、チャンピオン・オブ・
チェンジのメンバーたちは、クアンチー
省で行われた、国会議員や政府関係
者との意見交換会に出席。そこでは学
校での暴力やインターネット上の問題

（オンライン・ハラスメントや誹謗中傷）
のほか、少数民族の子どものための文
化保護と教育などが、話し合われまし
た。参加した国会議員は、「子どもたち
の声を聞き、直面している課題をよく理

解できた。同時に子どもたちが自分たち
の権利を確認する重要な機会となった」
とコメントしました。意見交換会の後に
は、公式の書簡を提出し、提起した問
題について対処するように求めました。

　男児優先という社会的規範を変え
ていこうと、ベトナムのプランでは、
2016年に「チャンピオン・オブ・
チェンジ」のプログラムを実施するク
ラブを設立しました。現在では、プラ
ン・スポンサーシップのすべての活動
地域のほか、首都ハノイでも活動して
おり、99の学校に 370のクラブがあり、
1万 386人のユース（そのうち 5,500

人が女の子）が参加しています。
　クラブは毎月会合を開き、ジェン
ダー平等、ジェンダーに基づく暴力、
性と生殖に関する健康と権利のほか、
仲間や親、教師など大人とのコミュニ
ケーションの取り方についてなど、自
分たちでテーマを決めて話し合ってい
ます。

　私たちは毎月のミーティングで、
ジェンダー規範、ジェンダー平等、
女の子の安全、学校や地域社会で「変
化の担い手」になるにはどうしたら
よいかについて学び、話し合ってい
ます。女性が家事や育児の全ての責
任を負うべきではないし、男の子が
人前で泣いたっていいということな
どを学びました。

テーマの一例

VOICES

01

02
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“点”ではなく、“面”の支援で
本当の解決に導く

Vol.8 プラン・スポンサーシップ



ウッタルカシ

ハイデラバード・ノース

ハイデラバード・サウス

ガイルサインラージダニ
ルンカランサル マハラジガンジ

ムザファルプール

ブバネシュワル

パトナ

ランチ

デリー
ウダイプール

バッジュ

オディシャ

ヴァラナシ

首都
ニューデリー

　17歳のシルパ（仮名）は、学校に通い
ながらプランの活動に参加しています。
「この国で、女の子として生きることは大
変です。外では、どこに行っても男の子
や男性から嫌がらせを受け、警察も助け
てくれません。女の子は文句を言わず、
ただひたすら耐えるべきだと思われてい
ます」シルパは、声に怒りをにじませます。
「女の子だから諦めるべきなんて、そんな
のは間違っています」
　シルパの周りでは、たくさんの女の子

が学校を辞めていきました。外を歩くこ
とが危険なため、心配した親が娘を退学
させたからです。インドではたとえ結婚
しても、安全な生活が待っているわけで
はありません。シルパの20歳の姉は、夫
から毎日受ける暴力に耐えかねて、実家
に戻ってきました。シルパは言います。「私
は弁護士を目指しています。姉のように
社会から見捨てられ、傷ついた女の子た
ちを代弁し、この間違った社会を変えて
いきたいのです」

日本の皆さま、こんにちは。このプロ
ジェクトに関心をお寄せいただき、
ありがとうございます。私はプラン
で働く前、子どもの保護施設で働い
ていました。そこには暴力の被害を
受けた女の子が多く、信じられないような経験をしてきた子どもの話をたく
さん聞きました。その時から、どうやったらこの子どもたちを支援できるか
考え続け、10年以上にわたって子どもの保護に携わってきました。このプロジェ
クトでは、暴力の被害者を支援する制度を改善し、被害者の新たな生活を支援
します。プロジェクト終了時には大きな変化をもたらせるよう努力しますので、
ご支援をよろしくお願いいたします。

「弁護士になって、傷ついた女の子の味方に」

トゥシャール・アンチャル職員
 （子どもの保護専門 アドバイザー）
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女の子が直面する問題に
焦点を当てて解決する

Vol.8 ガールズ・プロジェクト

レイプ、性的虐待、ドメスティック・バイオレンス（DV）……。
世界中で、女性の3人に1人が身体的暴力を経験しています。※

プラン・インターナショナルが2020年7月からインドのムンバイで開始した
「暴力の被害にあった女の子を守る」プロジェクトと、今後の展開についてご紹介します。

暴力の被害にあった女の子が
自分で望んだ人生を歩めるように

インド

　
2
0
1
8
年
、
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ

ー
財
団
が
世
界
の
女
性
問
題
専
門
家

5
4
8
人
を
対
象
に
実
施
し
た「
女

性
に
も
っ
と
も
危
険
な
国
」の
調
査

で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
シ
リ
ア
と
い

っ
た
紛
争
国
を
上
回
り
1
位
に
選
出

さ
れ
た
の
は
イ
ン
ド
で
し
た
。１ 

そ
の

理
由
は
、
6
つ
の
評
価
項
目
の
う
ち

「
女
性
差
別
的
な
文
化
」「
性
的
暴
力
」

「
人
身
取
引
」の
3
つ
の
分
野
に
お
い

て
、
世
界
で
も
っ
と
も
危
険
で
あ
る
と

さ
れ
た
た
め
で
す
。
2
0
1
9
年
に

イ
ン
ド
で
通
報
さ
れ
た
女
性
に
対
す

る
暴
力
事
件
は
40
万
件
以
上
に
上
り

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
す
る
ム
ン
バ
イ
市
の
あ
る
マ
ハ

ラ
シ
ュ
ー
ト
ラ
州
は
、全
国
で
3
番
目

に
多
い
3
万
7
1
4
4
件
で
し
た
。２

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
氷
山
の

一
角
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
政
府

の
調
査
に
よ
る
と
、
身
体
的
も
し
く

は
性
的
暴
力
を
受
け
た
女
性
の
う
ち
、

77
％
の
女
性
は
自
分
の
身
に
起
き
た

こ
と
を
誰
に
も
打
ち
明
け
な
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。３  

そ
の
理
由
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
被
害
を
受
け
た
女
性
た
ち
が
不
当

な
差
別
や
さ
ら
な
る
暴
力
を
受
け
る

●
警
察
や
病
院
で
人
権
を
軽
視
し
た

扱
い
を
受
け
る

●
知
識
不
足
や
経
済
的
困
窮
か
ら
、

司
法
制
度
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

●
た
と
え
訴
え
て
も
、
捜
査
か
ら
裁

判
ま
で
の
過
程
に
欠
陥
が
多
く
、

有
罪
率
が
低
い

年
間
40
万
件
を
超
え
る

女
性
に
対
す
る
暴
力

被
害
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
に
向
け
て

ムンバイなど大都市の性産業で働かされ、虐待を受けてきた女の子たちが救出後に生活する家

スラムにある家の前で
洗濯をする女の子

ジェンダーに基づく暴力をなくすため、
啓発活動を行っている19歳のユースたち

インド
国統括事務所
活動地域事務所

〇〇＝本プロジェクトを実施するムンバイ。首
都デリーに次ぐインド第2の都市で国内経済
の中心都市ですが、スラム街も多く、1,200
万人を超えるムンバイの人口のうち500万人
以上がスラム地区に居住しています

ん
で
い
ま
す
。
対
象
地
域
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も

大
き
く
、
活
動
は
慎
重
に
す
す
め
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
が
、
約
3
年
半
を
か

け
て
次
の
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

１
.
司
法
機
関
や
警
察
関
係
者
の

能
力
強
化
支
援

●
法
律
サ
ー
ビ
ス
庁
内
に
被
害
者
支

援
部
門
の
設
置
：
2
カ
所

●
専
門
家（
検
察
官
、
医
師
、
警
察
、

裁
判
官
）
へ
の
能
力
強
化
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
実
施
：
3
3
0
人

２
.
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
施

●
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
育
成
：
30
人

●
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
と

被
害
者
補
償
の
サ
ポ
ー
ト
：
年
間

5
0
0
件

３
.
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
学
校
に
お
け

る
︑ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
に

つ
い
て
の
意
識
啓
発
・
予
防
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
：
約
20
万
人

　

法
律
サ
ー
ビ
ス
庁
内
に
設
置
す
る

被
害
者
支
援
部
門
は
、
2
0
2
1

年
6
月
頃
か
ら
本
格
的
に
稼
働
す
る

見
込
み
で
す
。
暴
力
の
被
害
を
受
け

た
女
の
子
や
女
性
が
適
切
な
支
援
を

受
け
、
心
身
の
健
康
を
回
復
し
て
社

会
に
復
帰
す
る
た
め
、
ま
た
、
法
の

も
と
で
の
正
義
を
実
現
す
る
た
め
、

活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
暴
力
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
な
が
ら
被
害
届
を
提
出
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
せ
い
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
孤
立
し
た
り
、

殺
害
さ
れ
た
り
す
る
事
件
が
起
き
る

な
ど
、
状
況
は
深
刻
で
す
。
裁
判
に

い
た
る
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
続

き
や
対
応
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
ら

を
包
括
的
に
支
援
す
る
体
制
が
早
急

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
暴
力
の

被
害
を
受
け
た
女
の
子
や
女
性
を
支

援
す
る
制
度
を
改
善
す
る
た
め
、
関

係
す
る
行
政
機
関
と
と
も
に
取
り
組

住民集会でジェンダーに基づく暴力に
ついて語るトゥシャール職員（左端）

スラムの一角に、両親と5人のきょうだいとともに
暮らすシルパ（左）

女性に対する暴力事件（件数）※

被害にあった女の子が
直面するさまざまな困難

夫
や
そ
の
近
親
者

に
よ
る
虐
待

女
性
を
辱
め
る
こ
と

を
意
図
し
た
暴
行

不
十
分
な
持
参
金
を

理
由
と
し
た

新
婦
殺
害

誘
拐
お
よ
び
拉
致

レ
イ
プ

125,298

88,367
72,780

32,033

7,115

1  Thomson Reuters Foundation The world's most dangerous countries for women 2018　（2021年 2月 3日確認）　2  Ministry of Home Affairs 
Crime in India 2019 p. 195, 25 September 2020　3  Ministry of Health and Family Welfare National Family Health Survey 2015-2016 p. 572

※ UNWOMEN Facts and figures: Ending violence against women （2021年 1月 31日確認）

インドのプラン・インターナショナル
作成資料より

※インド内務省「Crime in 
India 2019」を元に作成

現地スタッフ
からのメッセージ

心理的・社会的ダメージ

法的措置を進めるための
医学的診断

被害届の提出と、
公になることによる
周りからのバッシング

メディアへの対応

事件の捜査・裁判の
ための難しい手続き

「ガールズ・プロジェクト」の
ご支援をお願いします
  ●司法と心のケアの両面からサポート

「暴力の被害にあった女の子を守る」
プロジェクト
ご寄付や活動詳細については
ウェブサイトをご覧ください



ニジェール

ジ
ェ
ー
ル
に
暮
ら
す
ザ
リ
カ
は
13

歳
の
女
の
子
。
父
親
は
数
年
前
に

亡
く
な
り
、
市
場
で
働
く
母
親
が
家
族

を
養
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
生
活

は
苦
し
く
、
ザ
リ
カ
は
弟
た
ち
の

た
め
に
食
べ
ら
れ
る
草
を
集
め

た
り
、
家
畜
に
与
え
る
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
カ
ス
を
集
め

た
り
し
て
食
料
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
十
分
に
栄
養
が

と
れ
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
し
た
。

ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ザ
リ
カ
の
住
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
始
ま
っ
た
と
き
、
ザ
リ

カ
の
家
族
は
、
特
に
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
世
帯
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

４
歳
の
双
子
の
弟
た
ち
は
栄
養
不
良
と
診

断
さ
れ
、
保
健
所
で
薬
の
処
方
な
ど
の
適

切
な
治
療
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
か
ら
オ
ス
と
メ
ス
の
ヤ

ギ
が
支
給
さ
れ
る
と
、
そ
の
ミ
ル
ク
が
家

族
の
大
切
な
栄
養
源
と
な
り
ま
し
た
。

　

ザ
リ
カ
は
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
２

匹
の
ヤ
ギ
を
か
わ
い
が
り
、
大
切
に
育
て

ま
し
た
。

っ
と
十
分
に
食
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ザ
リ
カ
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
学
校

は
休
校
と
な
り
、
母
親
も
市
場
へ
働
き
に

行
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ザ
リ
カ
は
自
宅
で
勉
強
を
続
け
な
が
ら
、

母
親
の
家
庭
菜
園
を
手
伝
っ
た
り
、
ヤ
ギ

の
世
話
を
し
た
り
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

野
菜
を
収
穫
し
て
弟
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
、
ザ
リ

カ
は
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
ヤ
ギ
が
子
ど
も
を
産
み
、
そ
れ
を
売
っ

た
お
金
で
必
要
な
も
の
を
買
う
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

の
後
学
校
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
つ
ま
た
感
染
が
拡
大
す
る
か
、

ま
た
は
ほ
か
の
感
染
症
や
災
害
が
襲
っ
て

く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
自
分

た
ち
で
食
料
を
自
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
ザ
リ
カ
は
少
し
安
心
し
て
過

ご
せ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
病
気
が
一
日
で
も
早
く
世
界
か
ら

な
く
な
り
、
み
ん
な
が
健
康
で
過
ご
せ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
神
様
に
お
祈
り
し

て
い
ま
す
」

リ
カ
の
母
親
は
家
庭
菜
園
の
作
り

方
を
習
い
、
プ
ラ
ン
か
ら
オ
ク
ラ

な
ど
の
野
菜
の
種
子
や
苗
、
そ
れ
に

農
作
業
に
必
要
な
農
具
を
も
ら
い
ま

し
た
。

「
お
母
さ
ん
が
家
庭
菜
園
を

始
め
て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
家
の
近

く
で
収
穫
し
て
す
ぐ
調
理
が
で
き
る

の
で
、
い
つ
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
」
と
ザ
リ
カ
は
言
い
ま
す
。

本プロジェクトでは、皆さまから多くのご支援を
いただき、これまで多岐にわたる活動を行うこと
ができました。心よりお礼申し上げます。野菜の
種子や苗、ヤギなどを支給したことで、子どもた
ちの家庭での食事が改善され、以前よりも栄養が
摂れるようになりました。保健所で使う治療薬な
どの支援も、栄養不良の子どもの治療に役立って
います。ほかにも、住民のなかから選ばれたコミ
ュニティ・ボランティアが、栄養と保健のトレー

ニングを受けて活動するなど、自分たち自身で問
題を解決していくための土台作りが進んでいます。
子どもたちの栄養不良の問題は、短期間ではなか
なか解決することができません。さまざまな角度
から、時間をかけて、取り組んでいく必要があり
ます。ニジェールでも新型コロナウイルスの感染
拡大や、自然災害発生のリスクがありますが、こ
れからも子どもたちの健やかな成長を支えるため
に、地域とともに活動していきます。

子どもたちの健やかな成長を支えていきます
解説：プログラム部　海藤純子職員

ニ

ザ

プ

や

そ

illustration by Noriyuki Goto

栄養不良の子どもの食料支援
ザリカが願う「健康に暮らせる世界」
西アフリカのニジェールは、国土の約4分の3が砂漠で、干ばつや大規模洪水のため
しばしば食料不足に見舞われています。
2018年7月から実施している「栄養不良の子どもの食料支援」プロジェクトでは、
こうした課題を解決するため活動してきました。
プロジェクトを通じて、どのような変化が起きているかをご紹介します。

マリ

アルジェリア

ニジェール

リビア

チャド

マラディ
ドッソ

首都ニアメ

ニジェール
国統括事務所
活動地域事務所
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世界が直面するリスクから
子どもを守る

Vol.7 グローバル・プロジェクト

「グローバル・プロジェクト」のご支援をお願いします
  ●気候変動が脅かす小さな命

「栄養不良の子どもの食料支援」プロジェクト

ご寄付や活動詳細については
ウェブサイトをご覧ください
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A
R
T
I
D
A 
O
U
D（
ア
ル

テ
ィ
ー
ダ 

ウ
ー
ド
）は
、
自
社
の
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売
を
主

と
す
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

衣
食
住
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ブ
ラ
ン

ド
を
運
営
す
る
企
業
・
サ
ザ
ビ
ー

リ
ー
グ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
と
し
て
、

2
0
1
8
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「raw 

beauty

」は
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
が
放

つ
き
ら
め
き
、
内
面
か
ら
湧
き
出
る

真
の
美
し
さ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
女
性
が
自
分
ら
し
く
美
し

く
輝
け
る
よ
う
に
願
い
を
込
め
、
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
こ
と
は
、
イ
ン
ド
の
女
の
子
の「
早

す
ぎ
る
結
婚
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て

知
り
ま
し
た
。「
女
の
子
だ
か
ら
」
の

コ
ピ
ー
が
強
く
心
に
残
り
、「
虐
げ
ら

れ
て
き
た
女
の
子
へ
の
支
援
が
、
世

界
を
前
に
進
め
る
近
道
」
と
い
っ
た

活
動
方
針
に
共
感
し
、
最
初
か
ら
支

援
を
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
行
っ
て
い
る
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
お
客
様

が
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
寄
付
に

充
て
る「
ポ
イ
ン
ト
募
金
」
の
ほ
か
、 

〝
「I am

」Donation Project
〞と
銘

打
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

や
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・
デ
ー
に
合
わ
せ

て
デ
ザ
イ
ン
し
た
シ
リ
ー
ズ
の
売
り

上
げ
の
一
部
が
支
援
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た

寄
付
は
、
イ
ン
ド
で
プ
ラ
ン
が
取
り

組
ん
で
い
る「
暴
力
の
被
害
に
あ
っ

た
女
の
子
を
守
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
、「
イ
ン
ド
に
学
校
を
建
て
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す（
2
0
2
1
年
2
月
時
点
）。

　

小
中
学
生
の
頃
、
旅
行
先
の
中
東

で
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
物
売
り
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
遭
遇
し
、シ
ョ
ッ

ク
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
貧
困
や
児
童
労
働
問
題
に
関
心

を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
学
生
時
代
に

は
南
イ
ン
ド
の
貧
困
地
域
の
小
中
学

校
で
勉
強
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
か

ら
も
、
商
品
作
り
を
通
じ
て
途
上
国

の
女
性
が
手
に
職
を
つ
け
、
収
入
を

得
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
い
う
思

い
を
も
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
で
は
通
常
、
ジ
ュ
エ
リ
ー

職
人
は
男
性
で
す
。
女
性
の
雇
用
を

生
み
出
す
た
め
、
当
初
か
ら
女
性
に

作
っ
て
も
ら
う
約
束
を
し
て
い
た
の

に
、
い
つ
の
間
に
か
男
性
が
作
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
指
摘
し

て
も「
男
性
職
人
が
作
る
ほ
う
が
早

く
納
品
で
き
る
の
に
、
何
が
問
題
な

の
？
」
と
い
っ
た
対
応
。
そ
れ
で
は

意
味
が
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
説
明

し
、
女
性
が
作
業
す
る
専
用
の
工
房

を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
一
部
商
品
は
女
性

を
雇
用
す
る
現
地
の
N
G
O
に
委

託
し
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
女
性
が
収
入
を
得
ら

れ
る
よ
う
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
選
択
肢

を
広
げ
る
た
め
に
は
教
育
が
必
要
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
、「
イ
ン
ド
に
学
校
を
建
て

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
プ
ラ
ン
に
お

願
い
し
た
の
で
す
。

　

天
然
石
の
採
掘
場
で
は
、
子
ど
も

た
ち
を
工
員
と
し
て
働
か
せ
て
い
る

国
や
地
域
も
あ
り
ま
す
。
信
頼
の
お

け
る
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
か
ら
素
材
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
児
童
労
働
に
つ
な

が
る
素
材
は
購
入
し
な
い
と
い
っ
た

こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
、
多
く
の

お
客
様
が
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
S
N
S
も
使
っ
た
参
加
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
商
品
購
入
が

支
援
に
も
な
る
と
い
っ
た
喜
び
の
声

や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
だ

さ
る
方
も
多
く
、
制
作
へ
の
励
み
に

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
直
接
的
な

社
会
問
題
解
決
の
取
り
組
み
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

こ
と
は
で
き
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
々

が
社
会
問
題
に
興
味
を
持
ち
、
行
動

を
起
こ
す
き
っ
か
け
の
一
助
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

途上国の女性も輝ける社会に
ジュエリー売り上げの一部で支援

す
べ
て
の
女
性
が

自
分
ら
し
く
輝
け
る
よ
う
に

社
会
問
題
に
目
を
む
け
る

一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

● お問い合わせ先：寄付受付・企業連携担当　Mail：hello@plan-international.jp

企業連携

ARTIDA OUD　
ディレクター兼デザイナー

安部真理子さん

天然石やパール、地金などを用いて、熟練の職人技を活かしたオリジナルジュエリーを販売する
ARTIDA OUD。ブランド立ち上げ当初から、さまざまな形でプラン・インターナショナルへの
寄付を続けてくださっている同ブランドに、支援に込める思いをうかがいました。

「I am」Donation Project
のブレスレット。さまざま
なデザインがあり、インド
の女性が制作しています。

途上国支援に力を入れている
企業の活動をご紹介

Vol.9 未来をつくるパートナーシップ

P L A N  N E W S11

あなたの人生の証が
子どもたちの未来に変わる

Vol.1 支援のさまざまなカタチ 遺贈・相続財産からのご寄付

大切なご遺産や相続財産を、
子どもたちの未来を応援する力に
プランへのご支援方法のひとつとして、遺言によって財産を特定の団体などへ
分け与える遺贈寄付や、相続財産を受け取られた方が、故人の遺志を汲んで、
あるいは相続人のご意思により行う相続財産からのご寄付があります。
近年、終活や遺贈寄付に関心をおもちになる方が増えています。
今回は実際に遺贈寄付を決め、遺言書を作成された方にお話をうかがいました。

　プランの遺贈寄付・相続財産からの寄付には、いく
つかの特長があります。遺贈寄付というと、大口の寄
付というイメージをおもちの方が多いようですが、お
いくらからでもお受けしています。また、現金以外に、
不動産や有価証券の遺贈寄付や、財産配分の割合のみ
を指定して遺贈する包括遺贈もお受けしています。
　最近では、生前スポンサーとしてご支援くださった
方から包括遺贈をいただきました。ご生前に親しかっ
た方から、障がいがあってもお仕事や旅行など、おひ
とりで充実した人生を送られていたと伺いました。慎
ましく生活され遺された大切な財産を託してくださっ
たことを知り、身の引き締まる思いがしました。
　なお、使途について、地域（アジア・アフリカ・中
南米など）や、分野（教育・保健・女の子支援など）
に関するご意向をお持ちの場合は、その点を考慮し活
動に役立てさせていただきます。

遺贈寄付担当
金子由美子職員

お気軽に
お問い合わせください
  ● 遺贈寄付に関する資料を
ご希望の方はお気軽に
お問い合わせください。
Mail: izou@plan-international.jp

Q 

遺
贈
寄
付
を
し
よ
う
と
お
考
え

に
な
っ
た
の
は
、
ど
ん
な
理
由
か
ら

で
す
か
？

　

過
去
15
年
間
、
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ

プ
で
ネ
パ
ー
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
の
チ
ャ
イ
ル
ド
と
交
流
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
お
手
紙
の
や
り
と
り
の

ほ
か
、
実
際
に
何
度
か
チ
ャ
イ
ル
ド

に
会
い
に
行
っ
た
り
し
て
、
楽
し
み

な
が
ら
プ
ラ
ン
を
通
じ
た
支
援
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
夫
婦
に
は
子
ど
も
が
い
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
途
上
国
の
子

ど
も
を
い
つ
ま
で
も
応
援
し
続
け
た

い
、
と
の
思
い
か
ら
遺
贈
寄
付
を
決

め
、
遺
言
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

い
ま
は
遺
す
お
金
の
使
い
道
が
決

ま
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

Q 

遺
贈
寄
付
先
は
ど
の
よ
う
に
し

て
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　

い
く
つ
か
の
団
体
に
資
料
請
求
し

た
り
、
担
当
者
か
ら
お
話
を
聞
い
た

り
し
て
、
比
較
検
討
し
ま
し
た
。
ま

た
、
親
戚
に
相
談
し
た
り
公
証
役
場

を
訪
ね
た
り
し
て
、
第
三
者
の
意
見

も
参
考
に
し
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
プ
ラ
ン
に
決
め
た

の
は
、
長
年
プ
ラ
ン
を
通
じ
て

い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
し
て
き
ま

し
た
の
で
、
信
用
で
き
る
団
体

と
感
じ
て
い
た
こ
と
で
す
。
担

当
者
と
も
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
納
得

し
た
上
で
決
定
し
ま
し
た
。

Q 

遺
贈
寄
付
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ご
家
族
が
賛
成
し
て
く
れ
る

な
ら
、
遺
す
財
産
を
貧
し
い
国

の
子
ど
も
た
ち
に
役
立
て
て
も

ら
う
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
選

択
肢
だ
と
思
い
ま
す
。
教
育
は

何
よ
り
大
切
で
す
。
教
育
の
機

会
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
が
ま

だ
大
勢
い
ま
す
か
ら
。



　

2
0
1
9
年
か
ら
、ネ
パ
ー

ル
に
住
む
プ
ラ
テ
ィ
マ
さ
ん

（
5
歳
）と
交
流
し
て
い
ま
す
。 

　

長
年
、
他
の
複
数
の
団
体
へ
寄
付

し
て
い
た
の
で
す
が
、
御
礼
の
手
紙

や
報
告
書
は
い
た
だ
く
も
の
の
、
一

方
通
行
の
支
援
と
い
っ
た
感
覚
が
否

め
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　

そ
ん
な
と
き
、
漫
画
家
の
や
く
み

つ
る
さ
ん
が
テ
レ
ビ
番
組
で「
海
外

の
女
の
子
を
支
援
し
て
い
る
」
と
お

話
さ
れ
て
い
る
の
を
観
て
、「
そ
ん
な

団
体
が
あ
る
の
ね
」
と
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
そ
の
後
、
街
中
で
偶
然
受

け
取
っ
た
の
が
、
や
く
さ
ん
が
お
話

さ
れ
て
い
た
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
チ
ラ
シ
。「
こ
れ
は
ご
縁

か
も
し
れ
な
い
」
と
支
援
を
決
め
ま

し
た
。 

　

紹
介
さ
れ
た
プ
ラ
テ
ィ
マ
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
た
と
こ
ろ
、
妹

が
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

仕
事
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
時
期

で
も
あ
っ
た
の
で
、
昨
年
か
ら
妹
の

プ
ラ
テ
ィ
ク
シ
ャ
さ
ん（
3
歳
）と
も

交
流
を
始
め
ま
し
た
。 

　

チ
ャ
イ
ル
ド
に
女
の
子
を
希
望
し

た
の
は
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
時
代

や
地
域
性
が
影
響
し
て
い
ま
す
。　 

　

何
を
や
る
の
も
男
の
子
が
先
、
女

の
子
は
期
待
さ
れ
な
い
、
男
性
優
位

が
当
た
り
前
の
地
域
で
し
た
。
教
師

の
父
で
さ
え
、
戦
争
経
験
者
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て「
力
が
正
義
」
の
考

え
方
、「
女
の
子
は
ど
ん
な
に
頑
張
っ

て
も
男
の
子
の
半
分
く
ら
い
し
か
力

が
な
い
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

そ
れ
に
違
和
感
を
抱
い
て
い
た
私

は
、「
力
で
は
負
け
て
も
、
知
恵
と
知

力
が
あ
れ
ば
」と
勉
強
に
精
を
出
し
、

進
学
で
都
市
に
出
た
と
こ
ろ
、
そ
こ

に
は
男
女
が
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
学

べ
る
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
も
勉
強
を

続
け
た
か
ら
こ
そ
希
望
の
仕
事
を
得

て
き
た
自
負
が
あ
る
の
で
、「
女
の
子

が
諦
め
ず
に
頑
張
れ
る
よ
う
、サ
ポ
ー

ト
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
あ

り
ま
し
た
。 

　

こ
れ
ま
で
に
3
通
の
手
紙
を
送
り

ま
し
た
。
日
本
の
印
刷
物
は
紙
質
が

よ
く
写
真
が
綺
麗
な
の
で
、
富
士
山

や
自
宅
近
く
の
観
光
地
の
写
真
が

載
っ
た
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

切
り
抜
い
て
厚
紙
に
貼
っ
て
作
っ
た

カ
ー
ド
に
、
日
本
や
住
ん
で
い
る
地

域
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。 

　

二
人
と
も
ま
だ
字
が
書
け
な
い
の

で
、
返
事
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が

代
筆
し
た
も
の
を
受
け
取
っ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
テ
ィ
マ
さ
ん
は
初
等
教
育

に
通
い
始
め
た
よ
う
な
の
で
、
彼
女

が
書
い
た
手
紙
が
来
る
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。 

　

彼
女
た
ち
が
18
歳
に
な
る
ま
で
支

援
で
き
る
自
分
で
あ
る
た
め
に
し
っ

か
り
働
こ
う
！ 

と
、
支
援
が
生
活
の

励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
コ

ロ
ナ
で
手
紙
の
や
り
と
り
が
で
き
な

い
の
で
、
プ
ラ
ン
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
情
報
を
得

て
い
ま
す
が
、
世
の
中
が
落
ち
着
い

た
ら
、会
い
に
行
き
た
い
で
す
ね
。

スポンサー　小
お

室
むろ

雅代さん　  

チャイルド　　プラティマさん（5歳）  プラティクシャさん（3歳）／ネパール

プラン・スポンサーシップをスタートしたばかりのスポンサーの方へのインタビュー。 
短期間に女の子2人の支援を決めた小室さんに、きっかけや理由をうかがいました。

知恵と知力は男女平等、 
18歳まで見守り続けます 

チ
ャ
イ
ル
ド
と
の

交
流
で
支
援
の

実
感
が
湧
き
ま
す 

女
の
子
の
教
育
を 

応
援
し
た
か
っ
た
ん
で
す 

プラン支援者の皆さまの
活動をご紹介

Vol.9 プラン支援者のひろば

小室さんのこれまでの交流記録 

2019年 2020年

プラティマさん
への支援開始

3月

小室さんから自作
カードのお手紙を
送る

5月

9月

プラティマさん
からはじめての
お手紙が届く 1月

プラティクシャさん
の支援を開始

4月 12月

小室さんからプラ
ティクシャさんへ
お手紙を送る

小室さんからオン
ライン手紙フォー
ムでお手紙を送
る。家族の写真
を添付した

11月小室さんから自作
カードのお手紙を
送る

2月プラティマさんから
お手紙が届く。「あ
なたからのレター
を気に入っている」
とボランティアさん
の代筆にあった

7月プラティマさんの
「1年の歩み」が
届く。写真から
「顔がしっかりし
てきた」と成長が
感じられた

スポンサーの小室雅代さん。「パワー
がみなぎるから」と、昇格試験など、
勝負のときにはプランのTシャツをイン
ナーに着てくださっているそうです 

チャイルドのプラティマさん。
左が支援開始時の写真。上が
「一年の歩み」に掲載されてい
る写真。現在は通学に30分
弱ほどかかる地元の学校で初
等教育を受け始めています。
体育が好きな女の子です。
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事務局の
動きなどをご紹介

Vol.9 What's new？～ 事務局ニュース

　

プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

は
、
こ
れ
ま
で
途
上
国
の
子
ど
も
・

若
者
へ
の
支
援
を
通
じ
、「
女
の
子

の
権
利
と
尊
厳
を
守
る
」活
動
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
貧
困

や
虐
待
、
性
被
害
、
望
ま
な
い
妊
娠

と
い
っ
た
途
上
国
で
多
く
起
き
て
い

る
問
題
が
、
日
本
の
女
の
子
た
ち
の

身
に
も
起
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
の
支
援
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
、
日
本
で
の
女
の
子

が
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
調
査
を

す
す
め
た
結
果
、
18
歳
以
上
の
青
年

期
の
女
の
子
に
支
援
の
手
が
届
い
て

い
な
い
と
い
う
課
題
が
み
え
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
2
0
1
9
年
末
に

内
閣
府
か
ら
の
認
定
を
取
得
し
、
信

頼
で
き
る
専
門
家
や
経
験
豊
か
な

パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

「
女
の
子
の
た
め
の
居
場
所
・
相
談
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
6
月
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
経
済
的
な
問
題
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
基
づ
く
暴
力
な
ど
の
悩
み
を
抱

え
る
女
の
子
た
ち
の
た
め
に「
女
の

子
の
た
め
の
チ
ャ
ッ
ト
相
談
」
を
開

始
。
2
0
2
1
年
2
月
末
ま
で
に

4
0
0
件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
、
社
会
福
祉
士
、
心
理
士
、
助

産
師
な
ど
の
有
資
格
者
が
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
2
0
年
8
月
に
女
の

子
の
た
め
の
安
全
な
居
場
所「
わ
た

カ
フ
ェ
」
を
東
京
都
内
で
開
設
し
ま

し
た
。
気
軽
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、

安
心
し
て
過
ご
す
な
か
で
、
専
門
家

が
心
理
面
・
生
活
面
・
就
業
面
な
ど

の
問
題
や
、
性
と
生
殖
な
ど
に
関
す

る
相
談
を
受
け
、
支
援
に
つ
な
げ
る

場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日本の女の子たちを対象にした支援活動が始まりました

国内支援事業グループ
福田 愛 職員

Q.あなたはリーダーなど職場で責任ある仕事を行う
ことを希望していますか？

男性 （382人）

女性 （280人）

国内支援

　

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
チ
ー
ム
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
プ

ラ
ン
・
ユ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
と
協
働
し

て
提
言
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
の
国
際
ガ
ー
ル
ズ
・

デ
ー
に
は「
若
年
女
性
へ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト※

」
に
関
す
る

調
査
結
果
を
公
表
し
、
51
%
の
女
性

が
、
周
り
の
女
の
子
や
若
い
女
性
が

「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
と

て
も
頻
繁
に
あ
る
い
は
頻
繁
に
受
け

て
い
る
」
と
回
答
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
10
月
に
は
S
N
S

企
業
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
S
N
S
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
へ
む
け
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
ほ
か
、
2
0
2
1
年
1
月
に

は
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を

作
成
し
、
政
府
と
し
て
の
対
策
を
求

め
て
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
へ
提

言
し
ま
し
た
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
誹
謗
中
傷
、嫌
が
ら
せ
な
ど

　

日
本
に
お
け
る
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
2
，0
0
0
名
の

男
女
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン

ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。

　

調
査
結
果
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
と
残
業
な
ど
長
時
間
労
働
に
な
る

こ
と
を
懸
念
す
る
女
性
が
多
い
こ
と

や
、女
性
が「
感
情
的
」で「
リ
ー
ダ
ー

に
む
い
て
い
な
い
」
と
す
る
考
え
が

根
強
い
こ
と
が
み
え
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
教
育
の
両
方

を
受
け
る
こ
と
で
、女
性
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
意
欲

に
つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
で
は
引
き
続
き
、
日
本
に

お
い
て
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

高
め
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か

を
調
査
し
、
提
言
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

オンライン・ハラスメント対策を求め
ユースグループが内閣府へ提言

調査から見える教育への期待
――日本における女性のリーダーシップ 2021

ユース
グループ

アドボカシー

「わたカフェ」には相談室のほか、お茶を飲み
ながら読書や勉強、会話ができるスペースも

オンラインで内閣府へ提言。ユースグループには高
校生から社会人が所属し、ユースの意見が反映さ
れる社会の実現を求めて活動しています

（プラン・インターナショナルが行ったアンケート調査
「日本における女性のリーダーシップ 2021」より）

■ 希望している　■ 希望していない　■ 考えたことがない

30.6%

10.4%

27.0%

28.2%

42.4%

61.4%

「わたカフェ」では、女の子たち
の不安に寄り添い、大人を頼
れるようになってほしいと願っ
ています。ここに来る女の子た
ちが次の世代に支援の輪をつ
なげてくれたらという希望も込
めて、活動を広げていきます
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今後のイベントやキャンペーン等のお知らせ Information ～インフォメーション
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　新型コロナウイルス感染症等の影響でチャイルドとの交流に制限や遅れ
が生じておりますが、こうした状況下でも交流しやすくなる方法として、
オンラインでのお手紙送信をおすすめしています。今後はさらに多くのス
ポンサーの皆さまから、オンラインでお手紙を送っていただけるように準
備をすすめてまいります。

　今年の「東京マラソン2021チャリティ」
は10月17日（日）に開催される予定です。
ご寄付いただいた皆さま、ありがとうご
ざいました。
　中止となった2020大会のプラン・チャ
リティランナーの皆さまは、この大会か
2022大会のどちらかで、「世界の女の子
に、生きる力を！教育や自立を支援して
早すぎる結婚にNOを！」の想いを胸に、
待ちに待った出走を果たします。ウェブ

サイトでも情報をお知らせしていきます
ので、引き続きご注目ください！

プラン・インターナショナルは
東京マラソン2021チャリティ事業の
寄付先団体です
東京マラソン2021チャリティ　
公式ウェブサイト　
https://www.marathon.tokyo/charity/

Q.マイ・プラン・ページに
　ログインできません。
A.いくつかの原因が考えられます。
マイ・プラン・ページのアカウントを
取得済ですか？
アカウントをお持ちでない方で、ご利用
を希望される方は、プランのウェブサイ
トにある「アカウント申し込み」からお申
込みください
A.パスワードは設定済ですか？
申し込み手続き後、プランから届くメー
ルにしたがってパスワードを設定いただ
かないと、アカウント仮発行のままとな
りログインできません。メールが見当た

らない場合は、下記お問い合わせ先にご
連絡いただくか、再度「アカウント申し
込み」よりお申し込みください。

【お問い合わせ】
TEL：03-5481-6100
（平日9：00～17：30）
E-mail：service@plan-international.jp

Q.パスワードが分からない
A.「パスワード再発行」からパスワー
ドを再発行してください。
　パスワードは事務局に登録されている
メールアドレスに送信されます。登録し
ているメールアドレスがご不明の場合は、
左記までご連絡ください。

型コロナウイルスの感染拡大防止のため、こ
れまでのようなイベントの開催が難しくなっ

ています。各支援者の会は、それぞれ工夫してオン
ライン開催や、ウェブでのイベント参加等をしてき
ましたが、今後の開催について、支援者の皆さまか
らのアイディアやご意見、ご感想等をぜひお寄せく
ださい。

ご連絡先：プラン・インターナショナル支援者の会担当
Mail： p-kai@plan-international.jp

プラン・スポンサーシップでご支援いただいている皆さまへ

オンラインでのお手紙送信が便利です

映画観賞会「ポバティー・インク～あなたの寄付の不都合な真実～」
■ 日時：4月24日（土）　9時30分～11時30分（9時受付開始）
■ 会場：立川市子ども未来センター　立川市錦町3-2-26
■ 内容：映画鑑賞後、感想をシェアして意見交換をいたします。
■ 参加費：1人300円　※事前申込不要
■ 連絡先：矢島
Mail： tama-web3@ngo-npo.or

プラン支援者の会からイベント開催のお知らせ

�ウェブサイト �フェイスブック　左記アイコンのある会については、以下のプラン・インターナショナルウェブサイトから、各会のページにリンクできます
https://www.plan-international.jp/supporter/plankai

※新型コロナウイルスの感染状況によっては
断りなく中止となる場合があります。

■ 支援者の会に関するお問い合わせ先：リレーション開発部　Mail: p-kai@plan-international.jp
※「プラン・ニュース」No.117は、2021年7月上旬にお届け予定です。

2018大会のプラン・チャリティランナー

「プラン支援者の会」は、全国各地の支援者の皆さまが任意で活動を行っています。「ほかの支援者のみなさんと話がしたい」
「志を同じくする方 と々楽しく活動がしたい」とお考えの方、お近くのプラン支援者の会に参加してみませんか？

あなたも
参加しませんか？

4月は「カルガモ」の便せんデザインと、「写真
を送ります」のメッセージ定型文が追加さ
れます

オンラインで送信された
「お誕生日おめでとう」の
レターを受け取ったチャ
イルドの女の子（タイ）多摩SP会 �

「東京マラソン2021チャリティ」は今秋開催予定です！

よくある質問コーナー

ご支援者の皆さまから寄せられるご質問についてお答えします。 　オンライン手紙送信フォームでは、
定型文を使ったメッセージ作成ができ
るほか、スマートフォンやパソコンに
保存されている写真もクリック一つで
簡単にアップロードできます。今後は、
より季節感を感じられる便箋デザイン
や、時流にあったメッセージ定型文
を、毎月1種類ずつ更新していきます。

　皆さまから寄せられるご質問の一つ
に、「送信したメッセージや写真は、チャ
イルドにはどのような形で届けられてい
るのでしょうか？」というものがありま
す。これまでは、日本事務局を出発し

たお手紙が現地事務所に到着するまで
少なくとも数週間から1.5カ月程度を要
していましたが、オンラインでのお手紙
は、事務局で受信してから最短1日（英
語の場合）で現地事務所への送信が完
了します。また、現地事務所でも、受
信したお手紙のデータ一括登録・照合
が可能になり、正確性の向上や効率化
につながっています。

季節のデザインを選べる
手紙送信フォーム

オンラインでのお手紙がチャイルドに届くまで

手紙送信フォームで送信
❶ご支援者

登録・翻訳を経て現地
へデータ送信（日本語の
お手紙の場合は、日本
語文の下に英訳を添え
たものが送信されます）

❷日本事務局

受信した手紙データを
ダウンロード・印刷（現
地語に翻訳）

❸現地事務所

車やバイク・徒歩など
で手紙をチャイルドに
配達

❹コミュニティ・
　ボランティア

チャイルドや家族に
手紙が到着

❺コミュニティ

お手紙がチャイルドに届くまで

新

　プランの活動を知っていただくため
の「プラン・ラウンジ」は2020年6月以降、
オンラインで開催しています。
　直近の開催予定は以下の通りです。
ウェブサイトからお申込みいただけます。
ぜひご参加ください。

●2021年4月17日（土）14：00～15：00 
【プラン・ラウンジ４月】オンライン報告
会（仮題）「パンデミック発生から1年～
ジェンダー平等を後戻りさせない！～」

●2021年5月15日（土）14：00～15：00 
【プラン・ラウンジ５月】オンライン報告
会（仮題）「ジェンダー平等のための男の
子たちの活動 ～プランの活動事例～」

「プラン・ラウンジ」オンライン活動報告会を
開催しています

※英語の場合
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プラン・インターナショナルのFacebook、
Instagram、Twitterで活動国の情報や
事務局の日々のあれこれを発信中！

プラン・インターナショナルは、ジェンダー差別のない社会づくりを目指して活動しています。
ジェンダーの問題は、国や地域によって異なるため、文化的背景などに十分配慮しながら、誰もが意思決定への
参加ができるように働きかけます。また、性別や年齢にとらわれず、「誰にとっても生きやすい社会」を
みんなで作り上げるというプロセスを大切にしています。

プラン・インターナショナルの活動地域から

プランのSNSをフォローしてください

性的暴力について学ぶ男の子

望まない妊娠を防ぐ必要な人に生理用ナプキンを

女性に対する暴力撤廃

FGM撲滅のために

Be a girl Champion
ブラジルでは、子どもたちが性的暴力につい
て学ぶ絵本を作成し、配布しています。子ど
もたちが、自分の身を守る方法と助けを求め
る方法を学び、幼少期の性的暴力を防ぐこと
を目的としています。

ペルーでは、若者の望まない妊娠を減らすた
めに「思春期の妊娠予防プロジェクト」を実施
しています。若者たちは望まない性的接触に
「No」という権利があることや、妊娠から身を
守る方法について学んでいます。

ブルキナファソでは、使い捨ての生理用品を
購入する経済的余裕がない人などのために、
自分で洗える再利用可能な生理用ナプキンを
作るトレーニングを女の子だけでなく男の子
も対象に行っています。

ウガンダでは、毎年行われているキャンペー
ン「ジェンダーに基づく暴力撤廃のための16
日間の行動」の一環として、若者たちが通り
に出て、女児や女性に対する暴力を糾弾する
プラカードや横断幕を掲げました。

マリは、女性性器切除（FGM）を禁止する法
律がない国のひとつです。25歳のクーリパリ
さんは、プランと協力して彼の住むコミュニ
ティでFGMを終わらせるために活動している
青年活動家です。

フィリピンでは国際ガールズ・デーを記念し
て、犯罪の多い通り沿いに、ストリートアー
トを制作するイベントを実施。12人の若いアー
ティストたちが「Be a girl Champion」をテー
マに作品を作り上げました。

※「国際NGOプラン・インターナショナル」
で検索してください。

活動に参加する男の子たち

Burkina Faso

Peru

Uganda

Philippines

Mali

Brazil

〒154-8545 東京都世田谷区三軒茶屋2-11-22 サンタワーズセンタービル10F
 TEL：03-5481- 6100　FAX：03-5481- 6200
 www.plan-international.jp
※当面の間、ご連絡はウェブサイトの「お問い合わせ」フォームよりお願いいたします。

女の子も男の子も笑顔で肩を組む楽しそうな写
真はタンザニアから。プランは、タンザニアのす
べての子どもたちが質の高い基礎教育を受けら
れるように取り組んでいます。先生たちと保護
者が、生徒の欠席を減らすために協力して問題
を解決できるようPTAのような組織を設立した
り、退学した若者もフォローアップできるメン
ターシップ・プログラムを実施したりしています。

表紙写真ストーリー


